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チームワークあふれる
「社会」を創る

チームワークあふれる
「会社」を創る

• 理想への共感
• 多様な個性を重視
• 公明正大
• 自立と議論

「優れたグループウェア」と
「チームワーク強化メソッド」の開発と
普及

世界で一番使われる
グループウェアメーカーになる

売り上げや利益よりも「利用者数」にこだわり、
世界中のチームワークを高めるために活動を広げていきます。

わたしたちが目指すこと



2011年3月11日

東日本大震災

当時岩手県の基礎自治体のうち20を超える市町村で
サイボウズのグループウェアは使われていたが、震
災直後に稼働していたものは殆ほとんどなかった。



稼働できなかった原因

▌津波・停電によりサーバーが停止・消失

→ 被災地にサーバーがある場合、使えない可能性が大きい

▌庁舎内でしか使えないことに仕様により役に立たず

→ モバイル環境やリモートで使えないツールは役に立たない

▌普段から通達などの一方通行の使われ方をしていた、
もしくはパスワードなどを職員が覚えていなかったため、
どう使っていいかわからなかった。

→ 平常時より相談や連絡で
使い慣れていないといない
ツールは災害時にも
使われない



岩手県建設業協会の復旧活動では活用された

内陸部から沿岸部への道路啓開で、機材配置や燃料補給で利用





岩手県建設業協会

▌盛岡で協会の会議中に地震があり、即刻散会

▌停電、電話不通、断水の中、災害協定に基づいて道路などの復旧を行っ

た。

▌13日に県からの依頼で市の境で重機と石油持って待機

▌当日は連絡はすべて行き来して対面で

▌翌日からデジタル無線で3日後からグループウェアでの情報共有

▌14日に電気、16日に電話が復旧する（一関市）沿岸部はずっとあと。

沿岸部は断線のため電話も電波もなかったため、内陸部まで戻ってクラウド環境を見
て燃料基地や、啓開の状況を確認し、次の作業を行った。
自衛隊による支援が到着したのも地元建設業者による道路の啓開作業があったから



この震災で学んだこと

▌通常から使い慣れたツールでないと使えない

▌当日は自立判断、翌日から共同作業できるようマニュアル化

▌同期通信は災害時はつながらない、非同期で連絡手段必要

▌復旧の速いのはパケット通信網、FAXが最も復旧が遅い

▌被災自治体は職員自身が被災するので作業不可、自衛隊も本格

活動までは5日間程度はかかる。初期は住民協働が主体。



地域クラウドという考え方

▌住民協働をITで支援し自律協調を促す地域づくり



島根県益田市

▌2015年頃より、住民協働のツールとして

kintoneを活用。公民館職員や市役所職員、

地域のキーパーソンが使い方を教わりアプ

リ開発を進めてきた。

鳥獣被害の可視化

家庭菜園で取れる野菜で保育所

給食を賄う取り組み

多職種連携により高齢者の

食支援



島根県益田市

▌活動の一環として災害対策アプリも開発、豪雨で活用される

特別避難所への個別誘導
被害状況の迅速な共有
避難所の調整



石川県珠洲市

▌ 3年前より能登SDGsラボと珠洲市役所の

共同で官民共同のワークショップ、トラ

イアスロンや芸術祭のボランティアとの

チーム運営などを構築。2020年は防災訓

練でも活用



災害支援の取り組み

◼被災地における復旧過程での情報提供支援

◼被災地でのボランティア受付の支援

◼災害支援ライセンスの提供

◼自治体との災害支援協定

◼社協との連携協定

◼社員のボランティア参加に対しての特別休暇

東京都調布市
静岡県社協
長野県社協
広島県社協
徳島県社協 など



2020年（大雨）
熊本県・福岡県久留米市



問い合わせ対応をクラウドで

• お問い合わせフォーム

• 対応状況の見える化

• チームで対応

▌お問い合わせ電話が殺到

対応に追われ準備できない

同じ質問がとても多い

▌対応状況が把握できていなかった

回答する内容も属人化



災害ボランティア動員の問題点

▌参加人数が事前にわからない

▌長蛇の列で現場は混乱

ボランティア募集マップ

ニーズ分布マップ 事前登録サイト



改善されたこと

▌仮登録で参加人数の事前把握が可能に

▌資機材・車などのリソースの最適化が可能に



感染症対策を考慮した
避難所受付システム（QRコード活用）

避難所でQRコードで受付

➔利用者数をリアルタイムに把握
➔濃厚接触の可能性をメール通知
（オプション）

※フォームの項目は、柔軟に変更可能

東京都調布市



避難先の検討用として
混雑状況をホームページに自動掲載

開設されている避難所の利用者数、
混雑度を市のホームページに掲載し、
混雑状況の目安に



コロナで激変する自治体システム

4日で完成！

他、神奈川県、大阪府、埼玉県などで新型
コロナ対策関連システム構築を支援



フェーズごとの要求は異なる

迅速な通知

迅速な避難

迅速なチーム編成

きめ細かい避難所管理

迅速な啓開

迅速な復旧

コロナ対策

通常時からチームでのIT活用

災害時の情報提供環境の構築

住民協働組織の支援

住民サービスのIT化

スマートフォンの活用

連携協定などの締結

防災訓練への民間協力


